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 (趣旨) 

第 1 条 この規程は，労働安全衛生法第 66 条の 10 の規定及び心理的な負担の程度を把握

するための検査等指針（以下「指針」という。）に基づき，ストレスチェック制度を株式会

社キャリア・ブレスユーにおいて実施するに当たり，必要な事項を定めるものである。 

2 株式会社キャリア・ブレスユーにおけるストレスチェック制度については，労働安全衛

生法その他関係法令の定めるもののほか，この規程に定めるところによる。 

(目的) 

第 2 条 ストレスチェック制度は，労働者自身のストレスへの気付き及びその対処の支援

並びに職場環境の改善を通じて，メンタルヘルス不調となることを未然に防止する（一次予

防）ことを主たる目的とする。 

(適用範囲) 

第 3 条 この規程は以下の者（以下「社員」という）に適用する 

a. 契約期間が決まっていない、または、契約期間が１年以上、更新により 1 年以上となる予

定、継続して 1 年以上の者。 

b. 週の労働時間が、同じ業務に従事する通常の労働者の４分の３以上の者。 

2 前項に掲げる社員以外の者に対して，必要に応じて実施することができる。 

3 ストレスチェック実施期間中における休職者等の取扱いについては，別に定める。 

(実施体制) 

第 4 条 ストレスチェック制度は，以下の体制により実施する。 

(1) 制度担当者は，安全衛生担当社員とする。 

(2) 実施者・実施代表者は，公認心理師 三栖 美紀とする。 

(3) 実施事務従事者は，安全衛生担当社員とする。 

(4) ストレスチェックの結果に基づく面接指導は，各事業場の産業医又は実施者が指名す

る医師である者（以下「産業医等」という。）が実施する。 

(実施方法) 

第 5 条 ストレスチェックは，毎年 1 回，実施時期を定めて実施する。 

2 ストレスチェックは，指針に定める「職業性ストレス簡易調査票」を用いて行う。 

3 ストレスチェックは， 社内 LAN を用いて行う。ただし， 社内 LAN が利用できない場

合は，紙媒体で行うことができる。 

(評価方法及び面接指導対象者) 

第 6 条 ストレスチェックの個人結果の評価は，「労働安全衛生法に基づくストレスチェッ

ク制度実施マニュアル」（以下「マニュアル」という。）に示された方法を用いて，その結果

をレーダーチャートに示すことにより行う。 

2 高ストレス者の選定は，マニュアルに示されている評価基準に準拠し，実施者が高スト

レス者のうち必要と認めた者について面接指導を行う。 



(結果の通知) 

第 7 条 ストレスチェックの個人結果は，実施者から社内 LAN を用いて各社員あてに通知

する。ただし，社内 LAN を利用できない場合は，紙媒体の個人結果を封筒に封入し，配付

することができる。 

2 ストレスチェックの個人結果は，本人の同意がない限り上司等への開示は行うことがで

きない。 

(面接指導の実施) 

第 8 条 実施者は，産業医等の面接指導の対象者と判定された社員に個別にその旨通知す

る。 

2 産業医等の面接指導は，当該社員の申出に基づき実施するものとし，面接指導を行う場

所は，原則として各事業場の実施者が指定した場所とする。 

3 産業医等は，就業上の措置の必要性がある場合には，原則として社員の同意を得た上で，

代表取締役に意見書を提出する。代表取締役は，産業医等が提出した意見に基づき，適切な

措置の実施に努めるものとする。 

(集計・分析) 

第 9 条 実施者は，ストレスチェックの集団ごとの集計・分析は，原則として就業場所ごと

に行い，マニュアルに示されている仕事のストレス判定図を用いて行う。 

2 代表取締役は，集団ごとに集計・分析した結果に基づき，必要に応じて，職場環境の改

善のための措置を実施するよう努める。 

(ストレスチェック結果の記録の保存) 

第 10 条 ストレスチェック結果の記録の保存担当者は，実施事務従事者とする。 

2 ストレスチェック結果の記録は，社内のサーバー内に 5 年間保存する。 

3 保存担当者は，社内のサーバー内に保管されているストレスチェック結果が第三者に閲

覧されることがないよう，適切に管理しなければならない。 

(人事担当者の関与) 

第 11 条 実施事務従事者以外の者は，ストレスチェックの実施及び結果の保管には直接関

与しない。 

(不利益な取扱いの防止) 

第 12 条 株式会社キャリア・ブレスユーはストレスチェック制度を利用して，社員に不利

益となる取扱いを行ってはならない。 

(雑則) 

第 13 条 この規程に定めるもののほか，ストレスチェック制度の実施に関し必要な事項は，

代表取締役が別に定める。 

附 則 

この規程は，平成 29 年 10 月 1 日から施行する。 


